
講座名 赤 と ん ぼ 学 園 成 人 教 室 高 齢 者 教 室

開設会場

■入学式・修了式　青少年館
■教養講座　青少年館
■専門講座　中央公民館
※脳いきいき倶楽部は、龍野体
育館柔道場で行います。

中央公民館

市立公民館、揖西・揖保・
誉田・神岡コミュニティ
センター
※どの会場でも受講でき
ます。

受講資格

■本科生
・「高齢者教室」または「西播磨
高齢者文化大学」を修了した方
・その他公的機関が実施する高
齢者教室を修了した方
■聴講生
「赤とんぼ学園」を修了した方

市内在住または在勤の18歳から
64歳までの方（令和５年４月１日
現在）
※１年を通して受講できる方

市内在住の60歳以上の
方

※成人教室と高齢者教室を重複して受講できません。

講座内容

■教養講座（必修）
講師による講義
■専門講座（選択）
書道、華道、囲碁、謡曲、いき
いき太極拳、健康コーラス、脳
いきいき倶楽部
（専門講座のみの受講はできま
せん）

■教養講座
　講師による講義または体験教室
■専門講座
◆昼間の部
手編み、和裁、書道、着付、ヨガ、
ウクレレ、ハワイアン・フラダンス

◆夜間の部
書道、ヨガ、着付

■教養講座（必修）
　講師による講義
■趣味講座（選択）
※開設会場により異なり
ます。
（趣味講座のみの受講
はできません）

講 座 日

■教養講座
第１・３水曜日
■専門講座
　各講座により異なります。

■教養講座
第２・４木曜日
■専門講座
　各講座により異なります。

毎月１回または２回
※開設会場により異なり
ます。

入 学 式 各講座の募集要項をご確認ください。

受 講 料 無料（教材費等は自己負担）

申込先 中央公民館（☎62・0959） 受講を希望する公民館、
コミュニティセンター

問い合わせ先

中央公民館（☎62・0959）　　小宅公民館（☎63・1436）　　新宮公民館（☎75・0922）
揖保川公民館（☎72・2412）　御津公民館（☎079・322・4501）
揖西コミュニティセンター（☎66・2410）　揖保コミュニティセンター（☎67・1440）
誉田コミュニティセンター（☎63・1359）　神岡コミュニティセンター（☎65・2109）

令和５年度たつの市民大学講座の受講生を募集

▶社会教育課（☎64・3180）※詳しくは、各公民館・コミュニティーセンターへお問い合わせください。

たつの市食育推進連絡会議		公募委員の任期を終えて

農業委員会委員および農地利用最適化推進委員を募集農業委員会だより

　現委員の任期満了に伴い、本年12月から新しく就任する農業委員会委員および農地利用最適化推進委員を募
集します。

▶ 【農業委員会委員募集に関すること】 農林水産課（☎64・3157）
▶ 【農業委員会農地利用最適化推進委員募集に関すること】 農業委員会事務局（☎64・3185）

募集人数 	 農業委員会委員	19名　　農地利用最適化推進委員	18名
任 期 	 令和５年12月20日～令和８年12月19日　　募集期間 	５月８日（月）～６月８日（木）（期間内必着）
応募資格 	 農業に対する知識を有し、破産者等でないこと（詳しくは、募集要項をご覧ください）
推薦・応募方法
　農業委員会委員の推薦・応募は農林水産課、農地利用最適化推進委員の推薦・応募は農業委員会事務局への
直接提出（開庁日の８時30分～17時15分）または郵送により提出（募集期間内必着）
募集要項および様式の配布場所
　農林水産課、農業委員会事務局および各総合支所地域振興課にて配布するほか、
市ホームページからもダウンロードできます。
選考方法 	 提出書類をもとに選考委員会で選考します。
そ の 他 	 農業委員会委員と農地利用最適化推進委員は兼務できません。

　市の食育活動を中心としてすすめているのが「たつの
市食育推進連絡会議」です。会議は食に関わる17の機
関、団体で構成されています。公募委員の長谷川純子さ
ん、花田未来さんに２年間の活動についての感想をお聞
きしました。

食育推進連絡会議公募委員を募集します
募集人数 		２名　　任 期 		２年　
応募資格 		食育に関心を持ち会議に参加し、広報の取材や食育活動を普及できる市内在住の方
申込期間 		４月12日（水）～28日（金）　　申込・問い合わせ先 		健康課（はつらつセンター内）（☎63･2112）

　公募委員として、２年間たくさんの素晴らしい体験を
させていただきました。
　たつの市では、食育スローガンである「おいしい・元
気・たつの」の取り組みをもとに、行政・市民・関係機関
や団体が連携協力して、食育を市全体で支え合って取
り組んでいることを学びました。
　この２年間で、子どもの関係機関での記事の取材を
多くさせていただきました。どの現場でも、たつの市の
持つ豊富な自然の恵みのありがたさや、それを大切に
守り育み次世代の子どもたちへと伝承していくために
工夫をしておられる方々の思いにたくさん触れることが
できました。そして、地産地消の大切さも知りました。
　これからも、たつの市の食育活動を通して、「食べる
力」＝「生きる力」となる食育に高い関心を持っていた
だき、健康で笑顔あふれる日々の糧にしてほしいと思
います。

　公募委員となり、食に関して多くのことを学ぶ機会を
いただきました。
　この活動を通して、食の大切さに改めて気づくことが
できました。近年、食べることに関心がない子どもが増
えていると聞きます。時間がなくて簡単に食事を済ませ
てしまう、忙しくてインスタントに頼ってしまう、食事中
の会話がない、など原因はさまざまのようですが、とて
も残念な事に思います。
　英語に『You	are	what	you	eat！』（あなたはあな
たの食べたものでできている）ということわざがありま
す。食べ物は、体を作り、体を動かすエネルギーになり
ます。特に成長期の食事は一生を健康に過ごすために
とても重要です。食事の大切さを意識し、食べることを
楽しみ、そして食べられることに感謝できるよう自分自
身を変えていこうと思いました。２年間あっという間で
したが、ありがとうございました。

公募委員　長谷川	純子さん 公募委員　花田	未来さん
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